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management class in "Sewing with the Cloth"～Developing lessons that allow students to 
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要旨 — 布を用いた製作において，従来の授業では，基本的な知識や技能を教え込み，教

えた通りの方法で製作をさせる方法を用いてきた。しかし，一方的な教え込みの授業では，使え

る知識として理解されておらず，なぜその技能を使うかという理由まで理解できていなかった。ま

た，よりよい生活の実現に向けて，自ら設定した課題を解決していく力を身に付けることができて

いなかった。そこで，実践を通して知識・技能を拡大し，生徒が自由な思考で試行錯誤しながら

身に付いた力を活用して問題を解決できるような授業を考え，実践した。 

 

キーワード 問題解決，試行錯誤，布を用いた製作 

 

Abstract — .In the past, we taught students basic knowledge and skills in cloth production, 
and used a method to make them produce in the same way as they were taught. However, in a 
one-way indoctrination class, it was not understood as usable knowledge, and even the reason 
why the skill was used was not understood. In addition, they were not able to acquire the ability 
to solve the problems they set for themselves in order to realize a better life. Therefore, I devised 
and practiced a lesson that expands knowledge and skills through practice and allows students to 
solve problems by utilizing the skills they have acquired through trial and error with free 
thinking. 
 

Key words — problem solving，trial and error，Sewing with the Cloth 
 

1. はじめに 
従来の筆者の授業では，「生活を豊かにするた

めの布を用いた製作」に関して，作りやすさや教

えやすさの観点から，業者が販売しているハーフ

パンツやエプロン等のキット教材を使って学習を

行っていた。しかし，持続可能な開発を目指す社

会に関して教育を進めていく重要性から，衣服を

再利用する等，資源や環境に配慮した教材の選

定が必要とされてきている。 
教育課程部会におけるこれまでの審議のまとめ

では，「社会の変化への対応の観点からものづく

りの重要性について，単に作り手としてものをつく

る技術を習得するという観点だけではなく，むしろ

緻密さへのこだわりや，忍耐強さ，ものの美しさを

大切にする感性，持続可能な社会の構築へとつ

ながる『もったいない』という我が国の伝統的な考

え方のほか，ものづくりで大切なチームワークや

自発的に工夫や改善に取り組む態度も重要であ

る。」と述べている。１） 
これに関連して，鈴木は，家庭科教育における

「布を用いた製作」における教育的意義について，

「知の総合化」としての体験の場を提供する側面

と，基礎的・基本的な生活技能習得の場を提供す

る側面があることを示唆している。また，このような

教育的意義の両側面を，教師と学習者が共に認

識して学習効果を上げるためには，学習のねらい

を明確にし，子どもたちが主体的に材料や道具と

対峙して思考を深め，成就感や達成感を得られる

ような指導の工夫が必要であると述べている。２） 

しかし，今までの自分自身の実践を振り返ると，

前述の「ハーフパンツ製作」のように，あらかじめ

教師が指定した物を教師が準備し，作らせていた。
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このような授業では，鈴木があげた「布を用いた製

作」の教育的意義に到達するには不十分と考えら

れる。生徒が自ら到達目標を意識して，製作の構

想や必要となる材料や製作方法についてやりくり

する授業の開発が重要と考えられる。 
そこで，本研究では，単に作品を製作する喜び

にとどまらず，「知の総合化」としての体験を促す

ため，生徒が主体的に材料や道具と対峙しつつ，

授業で扱う知識・技能を「使える力」として認識し，

自ら「やりくり」して課題を解決できる授業の方法を

検討した。 
 

2. 研究の方法 
 実践の対象 
本研究では，本校の第１学年１４１名を対象とし

た。なお対象は，衣生活分野の学習において「持

続可能な衣生活」をテーマに学習を重ねており，

衣服の選択と購入や手入れの仕方等について既

習であった。 
なお，これまでの経験を把握するため，布を用

いた製作に関する事前調査を実施した。質問項

目は，「小学校の時，家庭科の『布を用いたものの

製作』で何を作りましたか？」とした。その結果，一

番多かったのが「ナップサック」，次いで「エプロ

ン」，「巾着袋」，「トートバッグ」，「クッションカバー」

であり，袋やカバー類が多かった。 
また，技能の習得状況を把握するため，玉止め，

玉結び，なみ縫い，返し縫い，かがり縫いに対し

て，「次の縫い方ができますか？」という質問項目

で，「自分ひとりでできる」，「やり方を見ればわか

る」，「できるかどうか分からない・自信がない」，

「できない」の４件法で調査した。その結果，玉止

め，玉結び，なみ縫いは７割前後の生徒が「自分

ひとりでできる」と回答したが，かがり縫いや本返

し縫いについては，「やり方を見ればわかる」が４

７％と最も多く，「できるかどうかわからない」という

生徒も１５％以上いることが示された（図１）。 
さらに，「返し縫い」の特徴に関する理解度を把

握する質問として，「『返し縫い』（手縫い）にはど

のような特徴がありますか？」という項目に自由記

述で回答させた。その結果，「丈夫にする」，「糸

が取れにくくなる」，「補強の役割」等正しく答えら

れる生徒もいたが，半数以上が分からないという

回答だった。 

 これらの結果から，縫い方に関しては理解でき

ているつもりであっても，なぜ，どのような時にその

縫い方をするのか，といった具体的な利用場面に

ついては，理解されていないことが示された。 
また，「布製品を再利用して作品を制作すること

について，考えを記入してください。」という質問

項目では，布製品を再利用して作品を製作するこ

とについての意識について把握したところ，「地球

環境に優しいかつ，自分の思い出の詰まったもの

を長く使うことができて，とても良い取り組みになる

と思います」，「着られなくなった服を新しい姿に

生まれ変わらせることはサステナブルだと思うので

ぜひ作ってみたいです」等のコメントが得られ，再

利用について肯定的な意見が約８割程度確認さ

れた。これらのコメントから，環境やごみ問題につ

いて意識が高い生徒が多いと感じられた。 
 

  研究のアプローチ 
「知の総合化」としての体験を促す授業実践と

して，2 段階の「やりくり」場面を設定した。第 1 段
階は，簡単な製品づくりについて製作方法等の知

識を探究的に学習し，製品の製作に関する生徒

の既有知識等を拡大する段階（以下，やりくり探

究段階と呼ぶ）。第 2 段階は，第 1 段階で得た知
識や必要と考えられる技能を活用して，問題解決

で「やりくり」する段階（以下，やりくり実践段階と呼

ぶ）とした。それぞれの，実践計画を表 1，表 2 に
示す。 
やりくり探究段階では，丈夫さや美しさ等，製品

づくりのテーマに沿った作品を目指して，既有の

知識や技能を適用させつつ，よりテーマに近づく

方法を様々に考えさせ，製作させた。このことによ

って，既有の知識や技能に対する深い理解，並

図１ 小学校での既習事項の習得状況
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びに，それらに基づく実際の製作場面での活用

方法に関して再構築を促し，他の製作場面に適

用できる知識や技能として深く理解させることをね

らいとした。そこで，次のような小題材を設定した。

第一に「３種類の布の比較」，第二に「ポケットティ

ッシュケースの製作」である。この小題材において

は，布の種類による耐久性の違いや，適した縫い

方に関する理解等が十分ではないと考えられた

た。そこで，学習の支援として ICTを活用し，生徒
にそれぞれ自分の考えを表出させる等の活動を

実践した。このことを通して，多様な意見の中から

適切と考える知識について，自ら判断させる活動

を行い，教えられる知識ではなく，思考に立脚し

た深い理解を導き出すこととした。 
この段階における効果の把握については，「丈

夫さ」，「美しさ」，「失敗」や「どう改善したか」につ

いて，生徒が条件をクリアするためにどのような工

夫をしたのかを記述させた（図４）。この記述内容

を「布の特徴についての理解」，「美しさ，丈夫さ

の理解」に帰納的に分類しすることで，学習にお

ける効果を分析した。 
やりくり実践段階は，第１段階で得た知識・技能

を活用して，問題を「やりくり」して解決する段階で

ある。題材には「理科の実験用メガネの入れ物」を

取り上げた。この題材を設定した理由としては，2
点の「やりくり」のポイントを設定できることにある。

ひとつは，使用環境をイメージし，丈夫で，美しい

作品にするためにどのようなデザインや機能性を

加えたらよいかを「やりくり」できること。もうひとつ

表１ やりくり探究段階の実践計画の具体（計５時間）

 学習内容 【教師の支援】 

第
１
段
階 

や
り
く
り
探
究
段
階 

（1）どんな衣服でも再利用できるの？ 
・材質の違う３種類の衣服を比較し，製作する

物に適した材料について考える。 
＜比較の仕方＞  
１５㎝角に切った T シャツ，Y シャツ，デニムを

三つ折り縫いする。 
１縦横斜めにひっぱる 
２線を引く（端から１㎝の所に鉛筆で線を引く） 
３アイロン（三つ折り） 
４ミシン（折山から 2mm 内側を縫う） 
５違いをワークシート（図２）に記入する 

＜結果の共有＞ 
①他の班の結果も踏まえ，どの衣服が適している

か考察する。 
（タブレット） 
②三つ折り縫いの失敗例をもとに，なぜ失敗した

か，どうすればよかったかを考える。 
（ジャムボードを活用） 
 
【教師の支援】ICT の活用 
①布の比較で三つ折り縫いした３種類の布と結果

のワークシート（図２）を写真に撮って Google ス

ライドに貼り付け，他の班の結果を見られるよう

にし、自分の班と他の班の結果を比較しながらど

の生地が再利用に適しているのかを考えられるよ

うにした。 
②失敗した作品をジャムボードに貼り付け，班ご

とに失敗の理由を考えさせた（図３）。 
（2）ポケットティッシュケースを作ろう  
・どのように作ったら丈夫で美しい作品になるか

を考えながら，見本と同じ物を一人がひとつ制作

する。 
＜生徒に考えさせたいこと＞ 
◇美しい作品（布端の始末，中表，ミシンの縫い

方） 
◇丈夫にするための縫い方（返し縫い，縫う位置） 
 
＜結果のふり返りと共有＞ 
①製作したポケットティッシュケースを「美しさ」

「丈夫さ」の観点でふり返り，図のように取り組

んだこと，工夫したことをまとめる。 
②ポケットティッシュケースを他の班と交換し，

他の班の作品から気づいたことをワークシート

（図４）にまとめる。 
③失敗をどう改善したかまとめる。 
 
【教師の支援】 
①見本の作成 
②班で話し合ったことをまとめやすいように工夫

したワークシート（図４） 
 

表２ やりくり実践段階の実践計画の具体（計６時間） 

 学習内容 【教師の支援】 

第
２
段
階 

や
り
く
り
実
践
段
階 

（３）衣服等を再利用して「理科の実験用

メガネの入れ物」を作ろう 
＜作品条件＞ 
①メガネが壊れにくい丈夫な入れ物になるよ

うに工夫する。 
②衣服等を再利用し資源や環境に配慮した作

品にする。 
③ミシン縫いを１か所以上入れる。 
１．計画 
・再利用の布製品をどのように活用して入れ物をつく

るか考えて計画を立てる。 
・使用環境をイメージし，丈夫で，美しい作品にする

ためにはどのようなデザインや機能性を加えたらよい

か考える。 
・作り方は，教科書，資料，インターネット等を参考に

自分で調べる。 
２．製作 
・製作グループで協力して作る。 
３．製作のふり返り 
・作品紹介 
・学習の足あとに工夫したところ等をまとめる。 
 
【教師の支援】 
①作り方の資料をGoogleスライドにいくつか入れる。 
②製作する物が同じ人でグループをつくる。 
③作品見本とそれに対応した型紙を準備し，苦手な

生徒が見通しを持ちやすくする。 
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は，布製品で入れ物を作る際に再利用する材料

を「やりくり」できることである。 
これらの「やりくり」を支援するため，特に苦手意

識のある生徒やあまり製作に意欲が出ない生徒

に対して，製作にある程度の見通しが持てるよう

に，作り方のヒントを記載した資料を準備した。 
 実践の効果を検討する際には，生徒に思考の

内容等をワークシートに記述させること，及び生徒

の学習活動の様子を観察することにより，問題解

決への意欲や態度について考察した。 
 

3. 結果および考察 
 やりくり探究段階について 

 やりくり探究段階の実践後の記述を「布の特徴

についての理解」，「美しさ，丈夫さの理解」に分

類した結果を，表３に示す。 
 「布の特徴についての理解」は８３％であった。

このことから，布の特徴について多くの生徒に理

解を促すことができたと考えられる。このような結

果となった理由としては，グループで比較して終

わらせるのではなく，他のグループと意見を出し

合いながら，クラス全員の結果をまとめたことが挙

げられる。生徒が様々な意見を情報として得ること

ができたことで，より深く理解できたのではないか

と考えた。 
「美しさ，丈夫さの理解」は７９％であった。「ジ

グザグミシンや三つ折りは布のほつれを防ぎ美し

さにつながると分かった」，「より丈夫にするために

は，返し縫をしたり，縫い代の幅を考えてとったり

することがわかりました」等の，ミシンの利用や縫

い方の技術による美しさや丈夫さへの影響を感じ

取っている記述から，作業の意味や正しいやり方

の理解が深まったと感じられた。このように，美しさ

や丈夫さを向上させるための理解が深まった要因

として，教師が作り方を教えず，生徒が既有の知

識を使ってやりくりしながら製作するという授業構

成にしたことが考えられる。つまり，教師の支援を

最低限に抑えることで，生徒たちは教材である

「布の比較」や「ポケットティッシュケース製作」に

対して積極的に向き合わざるをえず，他の生徒と

表３ ねらいとする知識・技能の理解について 

分類項目 記述の例 人数 割合

（％） 

①布の特

徴につい

ての理解 

・それぞれの布の特徴や，

その特徴によって印のつ

けやすさ，ミシンの扱い

やすさ等が変わることが

分かった。 
・布の種類が違うとかた

さや伸びやすさが違うの

で適した布を使うことが

いいと分かった。 

53 83 

② 美 し

さ，丈夫

さの理解 

・ジグザグミシンや三つ

折りは布のほつれを防ぎ

美しさにつながると分か

った。 
・より丈夫にするために

は，返し縫をしたり，縫

い代の幅を考えてとった

りすることがわかりまし

た。 
・裏返して縫うときれい

になること（中表）が分

かった。 

48 79 

 

図４ポケットティッシュケース製作後のまとめ

 

図２ 布の比較のワークシート

 

図３ 失敗の原因を考えるのに使用した

ジャムボード
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共同して「どうすれば美しく丈夫な作品が作れる

のか」を追求する過程で，主体的な知識の探究へ

と促され，理解を深めることができたのではないか

と推察される。具体的には，布の比較で三つ折り

縫いの失敗事例を提示した際に，グループで「な

ぜそうなったか」を積極的に考える様子が挙げら

れる。 
作り方を教えないことで失敗する生徒も多かっ

たが，その失敗を前向きにとらえ，次に製作する

「メガネ入れ」でミスをしないように失敗の原因を探

ろうとする意識も生まれていた。 
以上のことから，やりくり探究段階の知識・技能

に関する体験的な学習により，半数以上の生徒

に理解の深まりを自覚させられており，既有知識・

技能の拡大につながる状況を作り出せたのでは

ないかと考えられる。 
 

 やりくり実践段階について 
やりくり実践段階では，「再利用の布製品をど

のように活用して入れ物をつくるか」と「使用環境

をイメージし，丈夫で，美しい作品にするためには

どのようなデザインや機能性を加えたらよいか」を

工夫させるようにした。ワークシート（学習の足あと）

（図５）に，「製作した入れ物の良かった所・工夫出

来た所」の項目を作成し，自由記述させた。 
この記述内容を，「機能性（丈夫さ）」，「機能性

（大きさ・ゆとり）」，「デザイン（形，柄，組合せ，使

いやすさ等）」，「デザイン（元の衣服の生かし方）」

に帰納的に分類した（表 4）。 
その結果，「デザイン（形，柄，組合せ，使いや

すさ等）」が総数あたり 70％と最も多く，次いで，
「機能性（丈夫さ）」が総数あたり 41％，「デザイン
（元の衣服の生かし方）」が総数あたり 34％，「機
能性（大きさ・ゆとり）」が総数あたり 31％であっ
た。 
「デザイン（形，柄，組合せ，使いやすさ等）」の

工夫については，布の色や柄の組み合わせ，使

いたくなるデザイン，使いやすい形等を考えてい

た。これに関しては，デザインは自分の感覚を直

感的に取り入れることができ，そのことが工夫でき

たと感じさせているのではないかと考えられる。 
「機能性（丈夫さ）」については，薄い生地の場

合に布を 2 重にする，裏地をつける，裏地を厚い
生地にする等の工夫等を考えていた。中には，ペ

ットボトルを巾着袋の中に入れたり，布の間に綿

を入れたりする生徒もいた。 

 

表４ 作品の良かった所・工夫 
分類項目 記述の例 人数 ％ 

機能性（丈夫

さ） 
 

・布を 2 枚重ねて縫いました。 
・裏地をつけて丈夫にしました。 
・裏地に厚めの布を使った。 
・丈夫にするために巾着袋の中に

ペットボトルを入れました。 
・接着心をつけた。 

26 41 

機能性（大き

さ・ゆとり） 

・横幅を広くして，余裕をもって

眼鏡が入るようにした。 
・まちを必要な大きさにつくるこ

とができた。 
・できるだけ小さくコンパクトに

なるように作った。 

20 31 

デザイン 
（形，柄，組

合せ，使いや

すさ等） 
 

・物を入れるので内側は丈夫な布，

外側はデザインを中心に選びまし

た。 
・表地や裏地，ファスナーの色合

いを考えて，使いたいと思えるデ

ザインにした。 
・簡単に開け閉めできる形にした。 

45 70 

デザイン（元

の衣服の生

かし方） 

・スライディングしても破れなか

った丈夫なデニムのズボンを使い

ました。 
・伸縮性がなく，実際に使うこと

を考えて柄がおしゃれなものを選

びました。 
・スカートのファスナーやベルト

部分，ポケットの裏地，どこの布

を使うのかを考えて，全てリサイ

クルした布で作りました。 

22 34 

総数 64 人 
 

図５ 生徒が記述したワークシート（学習の足あと）
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「デザイン（元の衣服の生かし方）」につい

ては，生地の丈夫さや伸縮性，ファスナーやボタ

ン等の付属品の生かし方等を考えていた。これに

関して，直感的に自分の感覚を取り入れられる側

面とは異なり，生地に関する知識等を理解してい

ることが前提となるデザインの思考と考えられる。

この点で，「デザイン（形，柄，組合せ，使いやす

さ等）」のように思いつきやすい知識とはならなか

ったと考えられる。このことが，34％にとどまらせた
理由であろう。 
「機能性（大きさ・ゆとり）」については，ゆとりを

どのくらいとるのかを考えていた。31％にとどまっ
た理由としては，やりくり探究段階のポケットティッ

シュケースの製作において，教師が裁断する布の

大きさを指定してしまったことにあると考えられる。

「機能性（大きさ・ゆとり）」に関連するやりくり探究

段階の活動について，布の大きさ等を教師が設

定していたため，探究的な活動がなされなかった。

つまり，教師が設定した大きさに準じて布を切らせ

たことが，その後のやりくり実践場面における，「機

能性（大きさ・ゆとり）」に関する思考の広がりを阻

害してしまった可能性がある。逆に考えるならば，

やりくり探究場面で思考を巡らせることによって，

やりくり実践場面での工夫を方向づけることができ

るのではないかということが示唆されたといえる。 
 このように，様々な工夫の方向性を持って製作

できたことは，どの生徒も自分で準備した再利用

できる衣服等の材料と対峙し，どのようにして丈夫

さをだすか，大きさをどのくらいにすればよいか，

使いたくなるようなデザインにするためにはどうす

ればよいか，自分の大切にしていた衣服をどのよ

うに生かして再利用するか等，「やりくり」していた

ことによるものではないかと考えられる。このような

「やりくり」を支えたのは，やりくり探究段階におけ

る，布の特徴や強さ，美しさ等に関する知識及び，

それらを踏まえた技能について，体験的に習得さ

れたものであったことが重要なのではないかと推

察される。 
 

 試行錯誤に対する生徒の自覚 
本研究では，生徒に工夫した製品づくりを体験

させる中で，知識の持つ意味を考えさせることで，

それを「知の総合化」としての体験とし，習得した

知識・技能を「使える力」として身につけさせた。そ

の上で，やりくりによって課題を解決させる授業の

方法を検討した。授業づくりで重視したことは，教

師がはじめから答えを教えるのではなく，まずは

生徒が実践し，失敗したらみんなで理由を考える

という授業構成であった。 

 授業実践の結果，表層的な知識だったものが，

なぜその技能を使うのか，どのような場面で必要と

なるのかを理解して活用できる「使える力」へと拡

大されていることを感じることができた。やりくり実

践段階での「理科の実験用メガネの入れ物の製

作」において，やりくり探究段階で拡大された知

識・技能を活用することにとどまらず，分からない

所をインターネットで調べたり，友達に尋ねたり，

自分自身で試行錯誤したりする等のやりくりをして

いる姿も確認できた。このような状況を踏まえると

「再利用の材料を使って，丈夫で美しい作品を作

る」という課題を解決する力を身に付けようとする

態度で授業に参加できていたと考えることができ

る。 
やりくり実践段階の後に，2つの質問項目により，

授業に対する情意，及び教師がねらう自由な思

考や試行錯誤によって課題を解決する力の自覚

が得られたかどうかを調査した。授業に対する情

意に対しては，「先生が作り方を教えずに，班で

試行錯誤して作品を製作する授業スタイルをどう

思いますか？」という質問項目で，4 件法（楽しか
った，どちらかというと楽しかった，どちらかというと

楽しくなかった，楽しくなかった）で回答させ，その

理由を自由記述で答えさせた。また，「班で試行

錯誤する製作は，先生に教えてもらって製作する

より学びがありましたか？」の質問項目で，3 件法
（教わるより学びがある，変わらない，教わった方

が学びがある）で回答させ，その理由を自由記述

で答えさせた。 
集計の結果，「先生が作り方を教えずに，班で

試行錯誤して作品を製作する授業スタイルをどう

思いますか？」の 4件法による質問項目の回答結
果は，「楽しかった」と回答した生徒が 81.3％，「ど
ちらかというと楽しかった」と回答した生徒が

15.9％であり，大多数の生徒に楽しさを感じさせる
ことができていたことが確認された。（図６） 
「班で試行錯誤する製作は，先生に教えてもら

って製作するより学びがありましたか？」の 3 件法
による質問項目の回答結果は，「教わるより学び

がある」と回答した生徒が，84.5％であり，これも大
多数の生徒に試行錯誤による学びを実感させら

れることができていることが確認された。（図７） 
これらの結果より，多くの生徒が自分たちで試

行錯誤してものづくりをする方が，楽しさがあると

感じている上に，学びもあると考えていることが確

認された。 
これらの自覚を促した要因としては，やりくり探

究段階における他者とのやりとりを通じて，自分だ

けでは獲得できない知識を得たことにより，既有

知識を再構成して新たな知識が構築されたことが
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考えられる。その際に，失敗に向き合ったり，粘り

強く作品と向き合ったりすることにより，知識の再

構成が促進されたことを捉え，そこに楽しさを感じ

ることができていたのではないかと考えられる。そ

れに加えて，やりくり実践段階において，再構成さ

れた既有知識を活用させる場面が与えられことで，

自らの知識が生かされることが体験でき，憶える

知識としてではなく，活用できる知識としての感覚

が得られていたのではないかと推察される。 
以下，やりくり実践段階の後に実施した 2 つの

質問項目の集計結果と自由記述による回答を示

す。 
 
＜アンケートの結果＞ 
①先生が作り方を教えずに，班で試行錯誤して

作品を製作する授業スタイルをどう思いますか？

（図６） 
「楽しかった」と答えた人の理由 
・最初から正解がわかるのではなく，班の人と協力し

て試行錯誤するのは，お互いに知識が高まって

良かったと思います。 
・みんなで意見を出しながら進めていくのが楽しかっ

たし，自分でも作品の作り方が考えられて他の作

品（メガネ入れ）を作るヒントにもなって良かった。 
・友達に教えてもらう時，納得するまで教えてもらえ

たから。 
・失敗しても協力して改善点を見つけることができま

した。 
・やり方を真似するのではなく，美しさ，丈夫さにつ

いて考えるのが楽しかった。いい作品を作るため

にお手本を観察するのが楽しかった。自分で考え

て作っているというところが嬉しくて，自信になっ

た。 

②班で試行錯誤する製作は，先生に教えてもらっ

て製作するより学びがありましたか？（図７） 
「教わるより学びがある」と答えた生徒の意見 

・自分たちでやるためには情報を手に入れないとい

けないので先生が話すだけの学びより，気付くこ

とが多かった。 
・教えてもらってしまうと指示通りに動くだけになって

しまうけど，試行錯誤するとより自分たちで考えて

行動する力がつくと思ったから。 
・自分で考える，観察するというところが将来自分で

作品を作る時に一番いい作品が作れるようになる

と思うから。 
「変わらない」と答えた生徒の意見 
・班だけでは力不足なこともある，教えてもらうとしっ

かりと理解できる。 
・先生に教えていただくと，新しい発見があったり，

全体の流れが最初からわかったりするため，自分

のペースを考えられます。 
「教わった方が学びがある」と答えた人の意見 
・間違ったやり方を覚えてしまう。正しい製作方法を

教えてもらって製作する方が学びがあると思うか

ら。 
・自分達で考えて作るのは楽しいけど，本物のやり

方を知った方がこれから役立つから。 
 このアンケートの結果から，多くの生徒がものづ

くりをする上で，試行錯誤することを楽しみ，生徒

同士の対話や教材との対話から学びを得ているこ

とが分かった。 

 
4. 今後の課題 
本授業で，生徒が一番困っていたのは，実験

用メガネの入れ物」の製作計画を立てる時間であ

った。計画用のワークシートに完成予想図が描け

ず，なかなか見通しを持つことができなかった。そ

もそも，初めてリメイク作品を製作する生徒にとっ

て，計画的に製作を進めるということは大変難しい

ことである。製作の様子を観察すると，紙面上に

計画を書き込むよりも，制作しながら友達と相談し

たり，教師にアドバイスを求めたり，インターネット

図６教師が作り方を教えない授業について

 

     

     
         しかった

どちらかという

と しかった

どちらかという

と しくなかっ

た
 しくなかった

84.5%

10.3% 4.7%
教わるより学

びがある

変わらない

教わった方が

学びがある

 

135

鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 54, March 1, 2023

「布を用いた製作」におけるやりくり授業の実践



 
岸本佳代子 

—————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————— 

 
鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 54, March 1, 2023 

134 

で検索したりして作りたいものの形を決め，制作を

進めているようだった。「計画過程」での思考が十

分に深まるように題材を構成し，生徒のやりくりの

思考を妨げないような教師の支援の在り方を考え

ることを今後の課題とする。 
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